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・少子･高齢化対策の推進

  ９．ユニバーサルデザインによる店舗づくり
･店舗入口(風除室)への点字ブロック設置
･介助要請のためのインターフォン設置(南側風除室)    *下写真参照
･モールの幅は､車椅子やベビーカーが安心して交差できる広さを確保
･モールの随所に高齢者や子供が休憩できるベンチ及びソファを設置
･インフォメーションでは､車椅子･ベビーカーの無償貸出し
･多目的WCはどなたでも利用できる【みんなのトイレ】と呼称を設定し､その旨を明示
   また､入口ドアはボタン式電動ドアを導入し､WC内はセンサー式洗浄ボタンを設置
･WC内へは高さの違う洗面台を用意し､子供や車椅子の方も利用できるよう考慮
･自動販売機は､子供や車椅子の方でも使いやすい貨幣投入口及び商品取出し口のあるタイプを設置
･フードコートには子供も座れる高さのテーブル､椅子を設置
･階段は､蹴上と踏面の仕上色の明度及び彩度を変えることで踏み外し事故の防止に努めている｡
  また､手摺は２段手摺で子供から高齢者まで対応できるものとし､点字表示を設置｡
･館内３箇所の授乳室及び喫煙室を設置

  １０．障害者･高齢者に配慮した取組実施
･バリアフリー認定施設    *下写真参照
･身障者用駐車スペースの確保
･介助要請のためのインターフォン設置(南側風除室)    *上写真参照
･インフォメーションでは､車椅子の無償貸出し
･その他､１０．のユニバーサルデザインによる店舗づくりに準ずる

・環境対策の推進

  １１．廃棄物抑制対策
･２１項目に廃棄物を分別
･自主計量システムの導入とデータの活用による抑制策､改善策の構築
･生ごみ処理機の導入による自家処理 (圧縮消滅タイプ)

  １２．リサイクル対策
･リサイクルルートの整備及び見直しにて､リサイクル率の向上策を構築
(一部サーマルリサイクルであるが､その他はマテリアルリサイクル)
･分別を容易にするため､リサイクルセンター(ごみ保管庫)に２１項目ごとの
  分別ツールを設置し､明確な表示物を掲示｡
･モールに敷設しているタイルカーペットは､リサイクルタイプのものを使用｡


